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株式会社アイルの担当者から内容についての研修をしていただいた際に、機械の扱い方に苦戦していました。

実践的な研修が今後も継続して必要になる事がわかり、職員自身も理解を深めていく必要があると思いました。

株式会社アイルと今後も連携し、利用者の能力向上に向けて取り組みを行ないたいと思います。

連携先企業（担当者） 三角社長

利用者からの意見・評価

利用者Aさん

今回の研修で、自分たちにはまだまだ、無理だと感じていたことが説明と研修会に参加して少し理解出来る様になりました。

今後、車関係の会社に一般就労したいと考えているので、専門性の高い技術を学ぶことができこれからも深めていき実践出来る様に努めたいと

思います。

連携先の企業や事業所等の意見または評価

就労継続支援Ａ型事業所における利用者の知識・能力向上に係る実施状況報告書

ワークショップひとふし 2716401084

堺市南区原山台5丁9-1丸長運送配送センター2階 福田由美子

072-247-4111 令和6年度

利用者の知識・能力向上に係る実施概要

＜活動内容＞

活動場所：株式会社　アイル　洗車作業場にて

実施日程：令和6年3月4日

実施した利用者の知識・能力向上に係る実施の概要：

株式会社アイル（施設外就労先企業）と連携し、

車体研磨技術、板金工程の説明会と研修を実施した

利用者数：5名

＜活動の様子＞

＜目的＞

一般就労に向け、実際の洗車作業技術に加え企業が行っている

研磨技術などを今後、当社で取り入れることが出来るようになる

ための研修会

＜成果＞

実施した結果：

実際に、機械を使用、仮定し行ったが力の加減などを把握

するにはほとんどの者が難しかった

課題点：

チーム作業の中で、できない人が多くいたため、利用者に応じた内容で研修を行

う必要がある


